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都
市
部
の
環
境
で
育
っ
た
狛
江
市

の
小
学
生
に
、
ふ
る
さ
と
友
好
都
市

新
潟
県
川
口
町
の
豊
富
で
雄
大
な
自

然
を
体
験
し
、
町
の
子
ど
も
た
ち
と

交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ふ

　

狛
江
市
も
参
加
し
、
都
内
全
市
区

町
村
が
共
同
実
施
す
る
自
然
体
験
型

の
宿
泊
の
事
業
で
す
。

　

高
尾
山
に
登
っ
た
り
、
星
を
観
察

し
た
り
し
て
、
東
京
の
自
然
を
満
喫

し
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

〔
日
程
〕７
月　

日
�
〜　

日
�（
２

２１

２３

泊
３
日
）

〔
集
合
〕
Ｊ
Ｒ
・
京
王
線
高
尾
駅

〔
会
場
・
宿
泊
先
〕
夕
や
け
小
や
け

ふ
れ
あ
い
の
里
（
八
王
子
市
）

〔
内
容
〕
里
山
の
探
検
と
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
ー
、
高
尾
で
の
樹
木
発
見

ラ
リ
ー
な
ど

〔
対
象
〕
都
内
在
住
の
小
学
校
４
年

生
〜
中
学
校
１
年
生

〔
定
員
〕
１
０
０
人
（
多
数
抽
選
）

〔
参
加
費
〕
４
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�
（
必
着
）

２４

ま
で
に
、往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
者
名

（
学
年
・
性
別
）・
保
護
者
名
・
代
表

者
名
（
グ
ル
ー
プ
で
参
加
の
場
合
）

を
記
入
の
上
、
〒
１
７
０
�
８
６
９

１
豊
島
郵
便
局
私
書
箱　

号
「
み
ど

５７

り
体
験
交
流
事
業
（
里
の
体
験
八
王

子
市
）」
係
へ
。

※
抽
選
結
果
は
、
締
め
切
り
の
２
〜

３
日
後
に
通
知
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
み
ど
り
体
験
交
流

事
業
事
務
局
�
（
５
９
４
９
）
１
３

５
６
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
）
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る
さ
と
自
然
体
験
塾
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
程
〕８
月　

日
�
〜　

日
�（
２

１７

１９

泊
３
日
）

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
小
学
校
４
〜

６
年
生

〔
定
員
〕　

人
３０

〔
内
容
〕
市
と
町
の
子
ど
も
た
ち
が

一
緒
に
な
っ
て
野
菜
の
収
穫
体
験
な

ど
町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
を

行
い
ま
す
。
宿
泊
は
既
存
の
宿
泊
施

設
で
は
な
く
、
古
民
家
な
ど
を
利
用

し
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
５
�
０
０
０
円
（
予
定
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
市
民
協
働
課
へ
。

１５

（
オ
ー
ル
東
京　

市
区
町
村
共
同
事
業
）

６２
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募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

里
の
体
験
参
加
者
募
集

参加者
募 集

お
よ
び
特
別
緑
地
保
全
地
区
の
臨
時
開
放

お
よ
び
特
別
緑
地
保
全
地
区
の
臨
時
開
放

昨年のふるさと自然体験塾の様子

　

狛
江
駅
北
口
に
広
が
る
「
狛
江
弁

財
天
池
特
別
緑
地
保
全
地
区
」
は
、

減
少
し
続
け
る
貴
重
な
緑
地
を
後
世

に
残
し
た
い
と
い
う
市
民
と
市
の
強

い
願
い
か
ら
、
昭
和　

年
８
月
に
東

６２

京
都
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
地
保
全
地
区
は
、
泉
龍
寺
境
内

と
市
の
管
理
区
域
を
合
わ
せ
全
体
で

２
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
が
あ
り
、

平
成　

年
か
ら　

年
ま
で
市
民
協
働

１１

１３

で
整
備
を
行
い
、　

年
か
ら
開
放
を

１４

始
め
ま
し
た
。「
狛
江
弁
財
天
池
特

別
緑
地
保
全
地
区
市
民
の
会
」
が
市

と
協
定
を
結
び
、
管
理
区
域
内
の
清

掃
、
草
刈
り
、
一
般
開
放
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
会
の
会

員　

人
は
、
水
、
植
物
、
竹
林
の
各

６９
分
科
会
で
随
時
勉
強
会
を
開
き
、
管

理
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

緑
地
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
か

ら　

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
踏

２０
ま
え
、「
駅
前
の
緑
と
泉
」
展
お
よ
び

特
別
緑
地
保
全
地
区
の
臨
時
開
放
を

行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

緑
地
保
全
地
区
の
理
念

緑
地
保
全
地
区
の
理
念

　

公
園
と
緑
地
保
全
地
区
の
違
い
、

当
緑
地
が
目
指
す
理
念
を
示
し
ま
す
。

緑
地
保
全
地
区
の
指
定
と
整
備

緑
地
保
全
地
区
の
指
定
と
整
備

の
経
過

の
経
過

　

緑
地
保
全
地
区
の
指
定
を
受
け
る

ま
で
の
経
過
な
ど
を
年
表
で
表
わ
し

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
会
が
保
全
地

区
整
備
に
か
か
わ
っ
た
活
動
の
経
過

も
併
せ
て
示
し
ま
す
。

緑
地
保
全
の
全
図
と
閉
鎖
区
域

緑
地
保
全
の
全
図
と
閉
鎖
区
域

　

閉
鎖
区
域
の
樹
林
が
い
か
に
多
い

か
を
樹
林
マ
ッ
プ
で
示
し
ま
す
。

竹
林
の
管
理

竹
林
の
管
理

　

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
を
管
理
育
成
し
て

い
る
活
動
の
内
容
を
表
や
竹
林
マ
ッ

プ
な
ど
で
表
わ
し
ま
す
。

弁
財
天
池
の
水
の
歴
史

弁
財
天
池
の
水
の
歴
史

　

か
つ
て
、
弁
財
天
池
の
豊
か
な
湧

水
は
「
清
水
川
」
の
源
流
と
な
り
、
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緑豊かなひょうたん池

狛
江
の
水
田
を
潤
し
、
生
活
用
水
と

し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
当

時
の
写
真
や
地
図
を
展
示
し
ま
す
。

緑
地
保
全
地
区
の
野
鳥
、昆
虫
、樹
木
、

緑
地
保
全
地
区
の
野
鳥
、昆
虫
、樹
木
、

野
草
、き
の
こ
な
ど
の
写
真
展
示

野
草
、き
の
こ
な
ど
の
写
真
展
示

　

ヒ
ヨ
ド
リ
や
メ
ジ
ロ
な
ど
の
野
鳥
、

ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
な
ど
の
昆
虫
を
は

じ
め
約　

点
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

９０

保
全
地
区
内
の
木
の
実
や
つ
る

保
全
地
区
内
の
木
の
実
や
つ
る

で
編
ん
だ
籠
、
竹
製
品
を
展
示

で
編
ん
だ
籠
、
竹
製
品
を
展
示

　

保
存
整
備
の
た
め
に
伐
採
し
た
つ

る
や
竹
を
再
利
用
し
た
も
の
で
す
。

６
月　

日　

〜　

日　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１１

（月）

１７

（日）

１０

泉
の
森
会
館
（
狛
江
駅
北
口
）

日日日日日日日日日日日日日日
時時時時時時時時時時時時時時
日
時

会会会会会会会会会会会会会会
場場場場場場場場場場場場場場
会
場

�
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�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
��

６月１５日（金）～１７日（日）
午前１０時～午後３時

日
時
日
時
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庁
舎
１
階
（
東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
）
お
よ
び
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
日
�
午
前
９
時
か
ら　
１３

日
�
午
後
６
時
ま
で
、
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.to-kousya.or.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
募
集
戸
数
〕
あ
き
家　

戸
（
家
族

６０

向
け
の
み
）

〔
申
し
込
み
〕　

日
�
ま
で
に
東
京

１８

都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
必
着
）。

※
所
得
基
準
が
都
営
住
宅
と
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
�（
３
４
９
８
）８
８
９
４（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

 　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
手
当
の
支
給
要

件
確
認
の
た
め
に
、
毎
年
６
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
上
旬
に

発
送
予
定
で
す
。

　

な
お
、
現
況
届
を
期
限
ま
で
に
提

出
し
な
い
と
、
手
当
の
支
給
が
遅
れ

た
り
、
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
分
か
ら
の
手
当
に
対
す
る
所

得
（
平
成　

年
中
）
限
度
額
は
別
表

１８

の
と
お
り
で
す
。

〔
受
付
期
間
〕
６
月　

日
�
〜　

日

１１

２２

�
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
※　

日
２４

�
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

※
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
受
給

者
へ
の
６
月
期
（
２
〜
５
月
分
）
支

給
日
は
、
６
月
８
日
�
か
ら　

日
�

１３

の
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

の
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

 　
　

歳
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

６５
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
、　

歳
か
ら

６５

は
受
け
取
ら
ず
に
、　

歳
以
降
に
支

６６

給
の
繰
り
下
げ
の
申
し
出
を
し
た
場

合
は
、
そ
の
と
き
か
ら
増
額
さ
れ
た

老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、
従
来

か
ら
繰
り
下
げ
支
給
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
繰
り
下

げ
て
増
額
さ
れ
た
老
齢
厚
生
年
金
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
所
定
の
請

求
書
を
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
を　
６６

歳
以
降
に
繰
り
下
げ
る
と
年

金
が
増
額
さ
れ
ま
す

 
〔
日
時
〕　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後

２４

１
時

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

収
納
課
・
保
険
年
金
課

※
取
扱
業
務
や
必
要
書
類
等
は
、
事

前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

 
〔
対
象
と
な
る
住
宅
〕　

歳
以
上
の

６５

方
・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
方
・
障
が
い
者
が

居
住
し
て
い
る
住
宅
で
、
４
月
１
日

か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間

２２

３１

に
、
次
の
改
修
工
事
が
完
了
し
た
も

の
（
た
だ
し
、
賃
貸
用
住
宅
は
除
く
）。

〔
対
象
と
な
る
工
事
〕廊
下
の
拡
幅
・

階
段
の
勾
配
の
緩
和
・
浴
室
の
改
良
・

便
所
の
改
良
・
手
す
り
の
取
り
付
け
・

床
の
段
差
の
解
消
・
引
き
戸
へ
の
取

り
替
え
・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化
の

工
事
で
補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担

額
が　

万
円
以
上
の
も
の

３０

〔
減
額
内
容
〕
改
修
後
３
カ
月
以
内

に
申
告
し
た
場
合
に
翌
年
度
分
の
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
が
減

額
さ
れ
ま
す
（
１
０
０
�
限
度
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

 　

平
成　

年
度
市
・
都
民
税
の
納
税

１９

通
知
書
（
普
通
徴
収
）
を
６
月
４
日

�
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
住
民
税
（
市
・

１９

都
民
税
）
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

６
月
の
日
曜
窓
口

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
は

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が

あ
り
ま
す

市
・
都
民
税
の
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

▽
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

平
成　

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
て
き

１１

た
住
民
税
の
定
率
減
税
が
、
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
税
の
税
額

が
増
と
な
り
ま
す
。

▽
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す

　

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
１
月
か
ら
所

得
税
が
減
り
、
６
月
か
ら
住
民
税
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

税
源
移
譲
で
は
、
所
得
税
と
住
民

税
を
合
わ
せ
た
負
担
額
は
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
老
年
者
の
非
課
税
措
置
の
経
過
措

置
が
縮
減
さ
れ
ま
す

　

昭
和　

年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま

１５

れ
た
方
で
前
年
の
所
得
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
は
、
平
成　

年
度
は
税

１８

額
の
３
分
の
２
を
減
額
し
ま
し
た
が
、

平
成　

年
度
は
税
額
の
３
分
の
１
の

１９

減
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
額
は
大

き
く
増
と
な
り
ま
す
。

▽
税
源
移
譲
に
伴
い
、
税
率
が
一
律

　

％
に
変
わ
り
ま
す

１０
　

課
税
所
得
額
に
よ
り
３
段
階
あ
っ

た
税
率
が
、
平
成　

年
度
か
ら
一
律

１９

　

％
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ほ
と
ん

１０ど
の
方
は
住
民
税
が
増
え
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

 
〔
募
集
案
内
の
配
布
期
間
〕
６
月
４

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
日
は
除

１３

く
）

〔
配
布
場
所
〕
産
業
生
活
課
、
都
庁
、

区
・
市
役
所
、
町
村
役
場
、
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
・
各

窓
口
セ
ン
タ
ー

※
９
日
�
・　

日
�
は
、
午
前
９
時

１０

　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
都
庁
第
一

３０

第
９
回
東
京
都
施
行
型
都
民

住
宅
の
入
居
者
募
集

■児童手当・児童育成手当所得限度額表

児童育成手当児童手当特例給付
（厚生年金に加入の方）児童手当扶養親族等の数

３６８万４，０００円５４０万円４６８万円０人

４０６万４，０００円５７８万円５０６万円１人

４４４万４，０００円６１６万円５４４万円２人

３８万円加算３人以上
１人増すごとに

※一律控除８万円加算済み。ほかに医療費控除等各控除あり。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
の
行
政
に

関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
解
決
や
実
現
の
促
進
に

努
め
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
河
西
洋
子

さ
ん
が
引
き
続
き
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
、
５
月
１
日
付
け
で
新
任

に
栗
山
正
生
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
、
平
成　

年
３
月　

日

２１

３１

ま
で
の
２
年
間
で
す
。

〔
相
談
日
時
〕
毎
月
第
３
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

〔
会
場
〕
２
階
市
民
相
談
室

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

河
西
洋
子
さ
ん

�
（
３
４
８
９
）
２
０
２
４

栗
山
正
生
さ
ん

�
（
３
４
８
０
）
８
９
６
６
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補
助
金
等
の
見
直
し
を
図
る
た

め
、
平
成　

年
度
に
学
識
経
験
者

１８

２
人
、
市
民
委
員
５
人
で
構
成
す

る「
狛
江
市
補
助
金
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
市
が
交
付
す
る
補
助

金
等
の
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
委
員
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
基
本
的
に
は
答
申
を
尊
重

し
て
補
助
金
等
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成　

年
度
予
算
に
お

１９

け
る
市
の
見
直
し
状
況
を
ま
と
め

�����

�����

　

広
報
こ
ま
え
は
発
行
部
数
約

３
万
３
�
０
０
０
部
で
、
新
聞

折
り
込
み
や
公
共
施
設
等
で
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
こ
ま
え　

月　

日
発
行

１０

１５

分
か
ら
の
広
告
枠
が
若
干
空
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
社
や
お

店
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕
広
報
こ
ま
え
の

広
告
取
扱
店
の
く
ろ
す
と
ー
く

�
０
４
２
（
４
８
５
）
１
０
０

９
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

「「「「「「「「「「「「
広広広広広広広広広広広広
報報報報報報報報報報報報
ここここここここここここ
まままままままままままま
ええええええええええええ
」」」」」」」」」」」」

「
広
報
こ
ま
え
」にににににににににににに
広広広広広広広広広広広広
告告告告告告告告告告告告

に
広
告

をををををををををををを
掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲
載載載載載載載載載載載載
しししししししししししし
まままままままままままま
せせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかか

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
見
直
し
状
況
（
概
要
）

　

委
員
会
の
答
申
で
「
廃
止
」
と

評
価
さ
れ
た
３
件
は
、す
べ
て「
廃

止
」
し
ま
し
た
。

　
「
見
直
し
」と
評
価
さ
れ
た　

件
５０

に
つ
い
て
は
、「
廃
止
」
し
た
も
の

が
２
件
、「
見
直
し
」
し
た
も
の
が

　

件
あ
り
ま
す
が
、　

件
は
「
継

１０

３８

続
」
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
件

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
企
画
経
営
室
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

■委員会答申と平成１９年度の
　市の対応比較

市の対応委員会答申

項目件数件数項目

廃　止３３廃　止

廃　止２

５０見直し 見直し１０

継　続３８

廃　止１

５１継　続

見直し１

縮　小１

継　続４６

拡　大２

廃　止１

１５
評　価
対象外

継　続１３

拡　大１

新　規３

継続　９７

拡大　３

新規　３ 廃止　７
縮小　１

見直し　１１

の
補
助
金
を
創

設
し
ま
し
た
の

で
、
平
成　

年
１９

度
に
予
算
計
上

し
て
い
る
補
助

金
等
は
１
０
９

件
と
な
り
ま
し

た
。

　

詳
細
は
、
市



�　広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）６ 月 １ 日

度
の
適
用
が
免
除
さ
れ
て
い
る
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 

�
第
２
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

１１

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
支

援
審
査
会

〔
日
時
〕
６
月
３
日
�
午
後
２
時
か

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

�
青
少
年
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

１２

ら〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

�
第
３
回
体
育
指
導
委
員
会
議

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

１３

ら〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課

 　
　

歳
以
上
の
方
も
、
厚
生
年
金
保

７０
険
の
適
用
事
業
所
に
お
勤
め
の
場
合
、

老
齢
厚
生
年
金
と
賃
金
の
合
計
額
が

　

万
円
を
上
回
る
と
き
は
、
老
齢
厚

４８生
年
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
額
が

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
保
険
料
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

１２

生
ま
れ
の
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
の

事
業
主
は
、　

歳
以
上
の
従
業
員
に

７０

係
る
雇
用
、
退
職
ま
た
は
賃
金
等
に

関
す
る
届
書
を
、
社
会
保
険
事
務
所

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
本
人
か
ら
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp://w
w
w
.sia.go.jp/

）
で
は
、

　

時
間
い
つ
で
も
、
ご
自
身
の
年
金

２４個
人
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
ユ
ー

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
（
申
し
込
み
か
ら
発

行
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
）。 　

歳
以
上
の
方
も
、
会
社
に

７０お
勤
め
の
場
合
に
は
、
老
齢

厚
生
年
金
の
全
額
ま
た
は
一

部
が
支
給
停
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
年
金

個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
今
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
の
公

的
年
金
制
度
の
加
入
履
歴
、
国
民
年

金
の
保
険
料
納
付
状
況
、厚
生
年
金
・

船
員
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
、
標
準

賞
与
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

方
や
共
済
組
合
の
組
合
員
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
が
あ

る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加
入

２０

６０

す
る
制
度
で
す
。
外
国
人
の
方
で
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
受
給
要

件
を
満
た
せ
ば
老
齢
基
礎
年
金
は
も

ち
ろ
ん
、
万
が
一
、
病
気
や
け
が
に

よ
っ
て
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
に
は

障
害
基
礎
年
金
、
不
幸
に
も
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
妻
や
子
に

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
間
で
帰
国
し
受
給
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
保
険

料
の
支
払
い
期
間
が
６
カ
月
以
上
あ

れ
ば
、
帰
国
し
て
か
ら
２
年
の
間
に

請
求
す
る
と
脱
退
一
時
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
は
、
保
険
年
金
課

で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
方
は

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
の
方

▽
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者

▽
日
本
と
社
会
保
障
協
定
が
結
ば
れ

て
い
る
国
の
方
で
、
日
本
の
年
金
制

外
国
人
の
方
も
国
民
年
金
に

加
入
が
必
要
で
す

皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。ファクス� （３４３０） ６８７０

税
等
の
一
部
を
国
の
基
準
よ
り
財

政
力
が
小
さ
な
自
治
体
に
差
額
を

補
て
ん
し
財
源
不
足
を
補
う
制
度

で
す
。
財
政
格
差
解
消
が
本
気
な

ら
、
こ
の
制
度
を
充
実
す
れ
ば
よ

い
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
国
は
こ
の
制
度
を
近
年

縮
小
し
て
お
り
、
結
局
そ
の
削
減

分
を
、
都
市
部
の
税
で
穴
埋

め
す
る
勘
定
で
す
。
国
と
地

方
の
仕
事
量
に
沿
っ
て
税
源

を
再
配
分
す
る
と
い
う
本
筋
を
外

し
、
地
方
自
治
体
間
の
税
の
取
り

合
い
に
す
り
替
え
る
高
度
な
戦
略

の
に
お
い
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
月
か
ら
住
民
税
率
が
変
わ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
方
の
納
税
額
が
増
大

し
ま
す
。
国
が
地
方
へ
の
交

付
金
等
を
削
っ
た
代
わ
り
に
、

国
の
財
源
を
地
方
自
治
体
に

移
す
こ
と
に
な
り
、
国
税
で
あ
る

所
得
税
率
を
下
げ
た
分
、
住
民
税

率
を
引
き
上
げ
た
か
ら
で
す
。
で

す
か
ら
こ
の
２
つ
の
税
負
担
総
額

は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
併

せ
て
定
率
減
税
を
今
年
国
が
全
廃

し
た
た
め
、
給
与
収
入
５
０
０
万

円
・
家
族
４
人
の
標
準
世
帯
で
年
１

万
７
�
６
０
０
円
の
増
税
と
な
り
、

こ
れ
は
生
活
を
直
撃
し
そ
う
で
す
。

　

今
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
構
想
が
浮

上
し
て
い
ま
す
。
市
民
が
納
め
る
住

民
税
の
う
ち
、
一
部
を
自
分
の
故
郷

に
納
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

都
会
と
地
方
の
財
政
格
差
を
補
い
、

故
郷
に
貢
献
が
で
き
る
と
の
説
明
で

す
が
、
こ
れ
に
は
異
議
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
の
市
町
村
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
収
入
が
増
え
る
分
、
今
の
制
度

で
は
交
付
税
が
削
ら
れ
る
た
め
、
総

収
入
が
増
え
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら

で
す
。地
方
交
付
税
は
、
国
が
所
得

市
長
コ
ラ
ム　
１１８

�
�
�
�
�
�
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「
狛
江
の
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
ご

意
見
や
市
へ
の
要
望
な
ど
を
、
市

長
や
教
育
長
が
直
接
伺
い
お
答
え

し
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
に

し
ま
す
。
地
域
ご
と
に
日
時
・
会

場
を
設
定
し
ま
す
が
、
都
合
の
つ

か
な
い
方
は
、
ど
の
会
場
に
出
席

さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
地
域
が
指
定
さ
れ

て
い
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
和
泉
本
町
１
丁
目
、東
和
泉
１
・

２
丁
目
、
元
和
泉
１
〜
３
丁
目
、

中
和
泉
１
丁
目
、
岩
戸
北
１
〜
４

丁
目
に
お
住
ま
い
の
方

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時

２９

〜
９
時

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

▽
和
泉
本
町
２
丁
目
、
東
野
川
１

〜
４
丁
目
、
西
野
川
１
〜
４
丁
目

に
お
住
ま
い
の
方

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時

３０

１０

〜
正
午

〔
会
場
〕
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

�

�

�

�

�

�
訂　
　
　

正

　

５
月　

日
号
に
掲
載
の
５
月
１

１５

日
現
在
人
口
と
世
帯
数
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
人
口　

男　

前
月
比
〕

　
　

誤　
　

減
３６

　
　
　
　

←

　
　

正　
　

増
３６

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課
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市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
５
月　
１５

日
�
に
開
催
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長

の
選
挙
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の

選
任
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
議
会
事
務
局

議
長　

高
橋
清
治
（　

歳
）

５６

　

平
成　

年
４
月
に
初
当
選
以
来
連

１１

続
３
期
、
こ
の
間
、
決
算
特
別
委
員

会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員　

道
下
勇
（　

歳
）

６０

　

昭
和　

年
４
月
に
初
当
選
以
来
連

５４

続
８
期
、
こ
の
間
、
第　

代
副
議
長
、

２８

社
会
常
任
委
員
会
委
員
長
、
監
査
委

員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
議
長　

田
辺
良
彦
（　

歳
）

４２

　

平
成　

年
４
月
に
初
当
選
以
来
連

１１

続
３
期
、
こ
の
間
、
予
算
特
別
委
員

会
委
員
長
、
社
会
常
任
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
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狛
江
市
で
は
、
平
成　

年
４
月
に

１８

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
諸
計
画
と

実
施
計
画
を
統
合
し
、
よ
り
予
算
と

の
整
合
性
を
図
っ
た
行
政
運
営
計
画

で
あ
る
「
狛
江
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
総
務
省
の
求
め
る

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
と
し
て
位
置

付
け
ま
し
た
。

■一般財源における財政フレーム

■一般事業経費運用計画（一般会計）

１７
年度 職員数　５５６

職員数　５５０

退職者 ６

職員数　５２７

職員数　５１２

職員数　４９３

職員数　４６７

補充者数
３３人

当初計画 平成１９年度修正版

１８
年度

１９
年度

２０
年度

１１人

１１人

１１人

２１
年度

２２
年度

退職者 ２３

退職者 ２６

退職者 ３０

退職者 ３７

１７
年度 職員数　５５６

職員数　５４１

不補充１５

職員数　５０７

職員数　４９７

職員数　４８６

職員数　４６７

補充者数
４０人

１８
年度

１９
年度

２０
年度

１３人

１３人

１４人

２１
年度

２２
年度

不補充 ３４

退職者 ２３

退職者 ２４

退職者 ３３
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こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
「
第

３
次
行
財
政
改
革
推
進
計
画
編
」、

「
実
施
計
画
編
」、「
定
員
適
正
化
計

画
編
」、「
公
の
施
設
の
管
理
運
営
方

針
編
」
の
４
編
か
ら
構
成
し
、
各
年

度
の
予
算
と
連
動
を
図
り
、
市
民
福

祉
の
向
上
に
配
慮
し
な
が
ら
、
行
財

政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
で
き
る
計

画
と
す
る
た
め
、
事
務
事
業
評
価
や

市
民
の
意
見
な
ど
を
通
じ
て
、
毎
年

度
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
平
成　

年
度
の
修
正
を
行

１９

い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、「
第
３
次
行

財
政
改
革
推
進
計
画
編
」
を　

円
、

３０

「
実
施
計
画
編
」
を
１
５
０
円
、「
定

員
適
正
化
計
画
編
」を　

円
、「
公
の

４０

施
設
の
管
理
運
営
方
針
編
」
を　

円
３０

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
修
正
点

▽
行
財
政
改
革
推
進
計
画
編

　

一
般
財
源
の
収
支
に
つ
い
て
、
財

政
フ
レ
ー
ム
の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

▽
実
施
計
画
編

　

平
成　

年
度
予
算
と
の
連
動
を
図

１９

り
、
実
施
計
画
事
業
な
ら
び
に
事
業

費
、
財
政
フ
レ
ー
ム
の
修
正
を
行
い

ま
し
た
。

▽
定
員
適
正
化
計
画
編

　

平
成　

・　

年
度
実
績
等
か
ら
、

１８

１９

計
画
の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

▽
公
の
施
設
の
管
理
運
営
方
針
編

　

検
討
中
で
あ
っ
た
施
設
の
管
理
運

営
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に

際
し
て
市
民
の
方
の
ご
意
見
等
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成

　

年
６
月
に
実
施
し
ま
し
た
意
見
募

１８集
に
つ
い
て
、
今
回
の
見
直
し
に
あ

た
り
下
表
の
と
お
り
検
討
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
狛
江
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
平

成　

年
度
修
正
版
」
に
対
す
る
ご
意

１９
見
を
募
集
し
ま
す
。
内
容
に
関
す
る

意
見
、
課
題
、
問
題
点
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
左
記
の
要
領
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
提
出
で
き
る
方
〕

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
方

▽
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に

勤
務
す
る
方

▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方

〔
提
出
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で
に
、

２９

窓
口
へ
持
参
、
郵
送
、
�
（
３
４
３

０
）
６
８
７
０
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
企
画
経

営
室
へ
（
書
式
自
由
）。

※
住
所
・
氏
名
は
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
（
在
住
者
以
外
の
方
は
事
務

所
等
の
住
所
お
よ
び
名
称
も
記
入
し

て
く
だ
さ
い
）。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
等
お
よ
び
検
討

結
果
は
広
報
等
で
公
表
す
る
も
の
と

し
、
提
出
者
へ
の
直
接
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室
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６
月
３
日
�
か
ら
９
日
�
は
、
危

険
物
安
全
週
間
で
す
。

　

危
険
物
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な

ど
の
燃
料
の
ほ
か
、
塗
料
、
エ
ア
ゾ

ー
ル
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
化
学

繊
維
の
原
料
な
ど
に
幅
広
く
使
用
さ

れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
に
起
因
す
る
火
災
件
数
は
こ
こ

数
年
１
８
０
件
前
後
で
、
そ
の
約
７

割
は
室
内
で
の
穴
あ
け
等
に
よ
る
廃

棄
時
の
ガ
ス
漏
洩
に
よ
る
も
の
で
す
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
等
は
「
使
い
切
っ
て
、

穴
を
開
け
ず
に
廃
棄
す
る
」
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
の
皆
さ
ん
も
危

険
物
の
安
全
な
取
り
扱
い
、
廃
棄
、

保
管
方
法
や
危
険
性
に
つ
い
て
再
認

識
し
、
危
険
物
に
関
す
る
事
故
や
災

害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

　

東
京
消
防
庁
管
内
に
お
け
る
火
災

に
よ
る
死
者
が
昨
年
に
比
べ
て
約　
２０

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
か
ら
４
月
末
日
ま
で
の

火
災
に
よ
る
死
者
（
自
損
を
除
く
）

は　

人
で
、
過
去　

年
間
の
同
月
に

６１

１０

発
生
し
た
死
者
数
で
は
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る
死

者　

人
の
う
ち
、
住
宅
火
災
に
よ
る

６１
死
者
が　

人
で
９
割
を
占
め
て
い
ま

５９

す
。

　

出
火
原
因
別
に
見
る
と
、
た
ば
こ

　

人
（
高
齢
者
９
人
）、
暖
房
器
具
６

２２人
（
高
齢
者
６
人
）、
暖
房
・
調
理
器

具
を
除
く
電
気
器
具
６
人
（
高
齢
者

４
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

４
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
出
火
原
因

の
ほ
と
ん
ど
が
た
ば
こ
に
よ
る
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
次
の

対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

『
危
険
物

　
 
心
の
ゆ
だ
ん
が

　
　
　

事
故
の
も
と
』
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▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
！

▽
高
齢
者
な
ど
の
寝
具
類
は
防
炎
品

を
使
用
す
る

　

火
災
の
早
期
発
見
に
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
大
変
有
効
で
す
。
あ

な
た
の
命
や
大
切
な
人
を
守
る
た
め

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

市　　の　　考　　え ご　　　　意　　　　見

狛江市アクションプランは、平成１８年６月１日号の広報でその概要を公表するとともに、そ
の全編をホームページに掲載しています。また窓口においては、冊子として有償頒布を行い、
広く市民の皆さんへの公表に努めているところです。

アクションプランの市民説明会を開いてほしい。

全 体

見直しにあたっては、市民の皆さんに公表し意見を聴くなど、市民参加の手法により行いた
いと考えています。

見直しの際には、市民参加や庁内全体に納得されるものとすべき。

各年度ごとの進捗状況を取りまとめて、公表しています。また、平成１８年度事務事業評価で
は、緊急行動計画事業の評価を行っています。

「緊急行動計画」の数値目標は、はっきり総括して公表すべき。

第３次行財政改革
推 進 計 画 編

第３次行財政改革推進計画編の一般財源における財政フレームで示しているとおり、達成で
きるものと考えています。

この計画で、本当に収支均衡型財政へ転換できるのか。

東京都市町村総合交付金並びに財政調整基金等からの繰り入れです。一般財源における財政フレームにある資金手当の活用とは、具体的にどういうことか。

臨時財政対策債は一般財源の政策的な削減に対応するための借入れで、地方自治体が標準的
な事務を遂行するために必要な一般財源と考えています。しかし、借入金ですので財政状況
を見ながら借入額の縮減に努めたいと考えています。

赤字の起債をいつまで続けるつもりなのか。

目標数値の設定はしませんが、今後も効率的な財政運営に取り組んでいきます。
予算の執行に際しては、歳出は予算の１～５％の減額を、歳入は１％増額した数値を目
標に取り組んで欲しい。

やる気のある職員の活力を重用するために、人材育成を中心とした人事制度に取り組んでい
ます。

業務執行にあたっては、どんな業務にも「心」を入れて、「やる気」を持って望んで欲
しい。アクションプランの実施に際し、一番必要なことは「やる気」である。

教育相談員の派遣増など体制整備を実施計画で明らかにしています。不登校児童・生徒への対応について基本計画策定市民会議の声が反映されていない。

実 施 計 画 編

保存すべき緑地の選定にあたっては、市民の皆さんに伺いながら候補地の選定に努めていき
ます。

緑の保全に樹林地の購入費を計上したことを評価する。緑の保全の中心的存在感のある
樹林地の選定、維持管理への市民参加、市民への公開への配慮をお願いする。

都市計画法上の課題などを整理した上で東京都への依頼事項を整理し、目標とする都立公園
化に向けて折衝を行っていきたいと考えています。なお、その経過は関係市民と情報を共有
し連携を図ります。

和泉多摩川緑地の都立公園化について、これまで東京都にどのように要請したのか、今
後どのように要請していくのかなど、具体的に計画し、市民に明示してほしい。

同上
和泉多摩川緑地は、市民待望の公園用地であり、全市を挙げて東京都へ早期実現に向け
て働きかけるべき。

同上
和泉多摩川緑地整備にあたっては、防災・市民レクリエーション・運動・緑化推進・自
然観察等の機能を備えた総合公園化をお願いしたい。

ご意見は、行政一般に対する提案として今後の参考にさせていただきます。地震情報配信システムの提案

同上「音楽の街ー狛江」構想の実現への協力の提案

同上防犯活動への協力の提案

同上学校教育支援活動での協力の提案

同上環境意識高揚策の提案

同上火災報知器の普及促進の提案

公の施設の管理運営方針編で、従来の「検討中」から「直営」と修正しました。
公設公営の保育園の民営化を検討するにあたっては、本当に市民のためになるか等慎重
な議論がなされるべき。

定員適正化計画編

次代を担う子どもたちに対する施策については、重点的に予算配分および事業実施を図って
いくべき行政サービスの一つと考えています。

保育士の削減を図り、コストダウンを図ろうとしているが、子育て一番のまちとしては、
保育を必要とする子どもたちに必要なお金は何としても確保するという姿勢がほしい。

現行事務量の把握、都内の類似団体等の職員数との比較や民間活力導入の推進に伴う職員配
置の見直しなどを検討する中で設定しました。

新組織体制の具体的な職員数について担当課に聞いても、根拠は知らないとの回答であ
り、職員の声を聞くことなく、庁内上層部の意見だけでまとめられたものではないか。

目指すべき組織として、現行の９部３２課を８部２９課とする組織構成案を提示していますが、
引き続き、簡素で効率的な組織とするよう検討を進めていきます。

組織構成については、さらに再編を進め、部・課の数を少なくすべき。

定員適正化計画において、「係制の廃止、スタッフ制の導入の検討」を盛り込みました。業務ごとの定数を廃止し、部または、課ごとの定数ではどうか。

安全安心課は総務部に配しています。地域の安全安心を確保するためには、庁内全体の連携
が必要だと感じています。

安全安心課は市民の方を向くべきで市民生活部の所属の方がいいのでは。 

次代を担う子どもたちに対する施策については、重点的に予算配分および事業実施を図って
いくべき行政サービスの一つと考えています。

アクションプランからは、市の保育ビジョンを読み取ることができず、計画の方向性に
は、子どもを大切に思う姿勢が感じられない。

市長会等を通じて、適宜要望していきます。
児童福祉を含む自治体全体の収入が都や国の影響で削減されるならば、その都や国に対
してもっと強く意見をすべきであり、本当に大切なことならば基金を募るなどして財源
を作り出すことも視野にいれて欲しい。

それぞれの施設の役割が最も効果的に発揮されるよう慎重に検討を重ねていきます。
指定管理者制度の推進については、導入先に福祉施設もあることから、制度の導入の経
緯や目的を熟知したうえで、慎重に検討すべき。

公 の 施 設 の 管 理
運 営 方 針 編

狛
江
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
関
す
る
意
見
募

集
の
検
討
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
修

正
版
に
対
す
る
意
見
を

募
集
し
ま
す
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分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
歯
科
無
料
相
談

〔
日
時
〕
６
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

３０

ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕歯
科
医
師
会
�（
３

４
８
８
）
７
７
１
１

市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

１５

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
育
児
相
談

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

１３

３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

 
■
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
は
国
保
加

入
者
の
た
め
の
健
康
相
談

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
・　

日
�
午

１４

２８

前
９
時　

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕

３０

１１

３０

 
■
急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
予
防

接
種

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
・　

日
�
・

２５

２６

　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

２７タ
ー
〔
対
象
〕
生
後
３
〜　

カ
月
未

９０

満
（
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
生
後
３

〜　

カ
月
未
満
）
〔
持
ち
物
〕
母
子

１８
健
康
手
帳
・
予
診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
「
健
康

づ
く
り
教
室
」

〔
日
程
・
会
場
〕
６
月　

日
�
こ
ま

１５

え
正
吉
苑
、　

日
�
谷
戸
橋
地
区
セ

１８

ン
タ
ー
、　

日
�
上
和
泉
地
域
セ
ン

１９

タ
ー
〔
時
間
〕
各
回
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時
〔
定
員
〕
各
回
先
着　

人
２０

〔
内
容
〕
体
操
と
講
話

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

�
か
ら
こ
ま
え
正
吉
苑
�
（
５
４
３

８
）
２
５
２
２
へ
。

■
母
子
保
健
講
演
会
「
子
ど
も
の
こ

と
ば
の
発
達
と
障
害
」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午
〔
会
場
〕
多
摩
府
中
保
健
所

〔
対
象
〕
ダ
ウ
ン
症
や
口
唇
口
蓋
裂

な
ど
の
障
が
い
に
よ
り
こ
と
ば
の
心

配
の
あ
る
子
ど
も
（
お
お
む
ね
小
学

生
ぐ
ら
い
ま
で
）
の
家
族
、
関
係
者

〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
中
川

８０

信
子
さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）

 
■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
受
付
時
間
は

２０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
２
月

生
ま
れ
の
乳
児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健

康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
※
対
象

者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
集
団
が
ん
検
診
（
７
〜
９
月
分
）

〔
日
時
〕
▽
女
性　

７
月　

日
�
・

２４

　

日
�
・　

日
�
、
８
月
２
日
�
・

２７

３１

８
日
�
・　

日
�
▽
男
性　

７
月　

１０

２６

日
�
・　

日
�
、
８
月
１
日
�
・
３

３０

日
�
各
日
と
も
午
前
８
時　

分
・
９

３０

時
・
９
時　

分
・　

時
か
ら
の
４
回

３０

１０

〔
検
診
内
容
〕
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
、
骨
密
度
測
定
（
骨

密
度
測
定
は
、　

歳
ま
で
の
女
性
の

７０

み
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
市
内
在
住
で
男
性　

歳
以

３５

上
、
女
性　

歳
以
上
の
方
（
会
社
等

３０

で
検
診
の
機
会
の
あ
る
方
を
除
く
）

〔
定
員
〕
各
日　

人
〔
申
し
込
み
〕

２９

６
月　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

１７

往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
記
入
例
参
照
）。

　

６
月　

日
�
午
前　

時
か
ら
あ
い

２８

１０

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で
公
開
抽
選
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
、
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
Ｘ
線
検
査
が
あ
る
た
め
妊
娠
中
の

方
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp:
//w
w
w
.him

aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
３
日
・　

日
・　

日
・

１０

１７

　

日
２４〔

受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

■歯科健診等協力医療機関

電　話所　在　地医療機関名

（３４３０）５８５８和泉本町１－２－９早 川 歯 科 医 院
（３４３０）５０６０　〃　　１－５－２しまの歯科医院
（３４８０）８０３９　〃　　２－３１－２押 尾 歯 科 医 院
（３４８０）５５１１　〃　　３－２２－９－１松 本 歯 科 医 院
（３４８９）３９０５中和泉　２－５－１４大 中 歯 科 医 院
（３４８０）３２８０　〃　　５－１４－１和 泉 歯 科 医 院
（３４８８）３３４５　〃　　５－４０－３０関 谷 歯 科 医 院
（３４８８）８８８２東和泉　１－１５－８のむら矯正歯科
（３４８０）１９６７　〃　　１－１６－５塩 谷 歯 科 医 院
（３４８９）１９９０　〃　　１－２７－１０佐藤歯科クリニック
（５４９７）１７４７　〃　　３－３－１５岡 本 歯 科 医 院
（３４３０）４１８４　〃　　３－１２－２石 川 歯 科 医 院
（３４８８）５５３６　〃　　４－３－７長谷川歯科医院
（３４８８）８８５８元和泉　１－４－９歯科鈴木クリニック
（３４８０）１４０４　〃　　２－１３－５中 村 歯 科 医 院
（３４８０）８７４８猪　方　３－２６－１１花 井 歯 科 医 院
（３４３０）８８５５　〃　　３－３６－２３た か は し 歯 科
（３４８８）４７４７岩戸南　１－２―６萱 嶋 歯 科 医 院
（３４８８）２５２８　〃　　２－１－１０こうだ歯科医院
（３４８９）１６９４　〃　　３－４－１３荒 木 歯 科 医 院
（３４３０）１８２０　〃　　３－８－７久保田歯科医院
（３４８９）３９４１岩戸北　１－１７－２０堀 江 歯 科 医 院
（５４３８）７２３３　〃　　２－２０－１０な か つ か 歯 科
（３４８０）２５０１　〃　　４－８－１津 江 歯 科 医 院
（３４８９）７２７２　〃　　４－１０－７島 田 歯 科 医 院
（３４８９）１７９３東野川　１－２－１２青 山 歯 科 医 院
（３４３０）４１８２　〃　　２－２１－１宮川歯科クリニック
（３４８８）３３７５　〃　　３－１－６杉 田 歯 科 医 院
（３４８９）８０６８西野川　１－１３－１６鈴 木 歯 科 医 院
（３４８９）２８６７　〃　　３－８－３松 浦 歯 科 医 院

集団がん検診往復はがき記入例

往信面の表

返信面の表

※返信面の裏側には何も
書かないでください。

申込者の住所
氏名
電話番号
生年月日・年齢・性別

希望する検診
胃がん　肺がん　大腸がん　骨密度
第１希望○月○日○時○分
第２希望○月○日○時○分
第３希望いつでも可

狛
江
市
元
和
泉

　

２
丁
目　

番
1
号

３５

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
内

　

健
康
課

集
団
が
ん
検
診
申
込　

係

申
込
者
の

　

住　

所

　

氏　

名

�������

返信

往信

�������

▽幼児の歯科健診

　むし歯予防教室に参加後、おおむね半年に
１回歯科健診と予防処置を行います。
〔会場〕あいとぴあセンター
〔対象〕１～４歳未満の幼児
▽親子クッキング・ブラッシング教室

　親子で料理を作り、歯科健診・フッ素塗布・
ブラッシングを行います。詳しくは、広報こ
まえ７月１日号をご覧ください。
▽妊婦歯科健診

　妊娠中のお母さん自身と生まれてくる赤ち
ゃんのためにもぜひ受けましょう。
〔会場〕あいとぴあセンター
〔対象〕妊娠中の方
▽歯周疾患検診と改善事業

　歯科検診と必要に応じて３回の指導を行い
ます。
〔対象〕検診の日に４０・５０・６０・７０歳の方
※左表の協力医療機関で予約の上、受診して
ください。
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返信面の裏

往信面の裏



�　広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）６ 月 １ 日

 
■
収
納
業
務
委
託
業
者
を
装
っ
た
不

審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
国
民
年
金
被
保
険
者
の
方

へ
、
収
納
業
務
委
託
業
者
を
装
い
、

「
社
会
保
険
庁
か
ら
業
務
委
託
さ
れ

た
者
（
委
託
業
者
名
）
で
す
が
、
年

金
の
未
納
に
つ
い
て
電
話
を
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
名
前
と
住
所
を
教

え
て
ほ
し
い
」
と
電
話
を
か
け
、
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審

電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

収
納
業
務
委
託
業
者
が
、
国
民
年

金
被
保
険
者
の
方
の
名
前
や
住
所
な

ど
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
の
納
付
に
関
す

る
ご
案
内
を
す
る
際
に
は
、
対
象
者

以
外
に
内
容
を
伝
え
な
い
よ
う
確
認

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
収
納
業
務
委
託
業
者
を

名
乗
り
、
名
前
や
住
所
な
ど
の
個
人

情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で

対
応
す
る
こ
と
な
く
社
会
保
険
事
務

所
へ
確
認
す
る
な
ど
十
分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

■
難
病
相
談
を
再
開
し
ま
す

　

毎
月
第
１
月
曜
日
午
前
９
時
か
ら

正
午
に
実
施
し
て
い
た
難
病
相
談
を

一
時
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月

４
日
�
か
ら
再
開
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

■
青
少
年
育
成
事
業
の
補
助
金
交
付

　

青
少
年
育
成
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
に
基
づ
き
、
活
動
援
助
の
一
部
と

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
▽
狛
江
市
社
会
教
育
関
係

団
体
登
録
要
綱
に
基
づ
く
登
録
団
体

と
し
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
団
体

で
あ
る
こ
と
▽
青
少
年
の
育
成
が
主

た
る
目
的
で
あ
る
市
内
の
団
体
か
ら

構
成
さ
れ
、
市
内
全
域
の
青
少
年
が

参
加
の
機
会
を
有
す
る
連
合
組
織
で

あ
る
こ
と
〔
補
助
対
象
費
目
〕
報
償

費
（
謝
礼
金
）・
需
用
費
（
印
刷
関

係
・
消
耗
品
類
）・
役
務
費
（
通
信
運

搬
費
）・
使
用
料
・
賃
貸
料

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に
記
入

２２の
上
、
社
会
教
育
課
へ
。

■
水
道
な
ん
で
も
相
談
〜
６
月
１
日

か
ら
７
日
は
水
道
週
間
〜

　

水
道
に
関
す
る
な
ん
で
も
相
談
を

行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
６
月
５
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
３
時
〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
※
雨
天
中
止

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課
�
（
３
４

８
０
）
０
２
０
２

■
６
月
は
就
職
差
別
解
消
促
進
月
間

〜
な
く
そ
う
就
職
差
別
、
問
わ
れ
る

企
業
と
社
会
の
人
権
感
覚
〜

　

就
職
は
、
生
活
の
安
定
確
保
や
労

働
を
通
じ
た
社
会
参
加
な
ど
、
人
間

が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
う
え
で
基
本

と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
採

用
選
考
は
応
募
者
の
適
性
と
能
力
に

基
づ
き
公
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
強
い
身
元

調
査
事
件
や
、
面
接
時
に
本
籍
地
や

思
想
・
信
条
等
を
聞
い
た
り
と
い
っ

た
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

都
で
は
、
就
職
差
別
を
無
く
し
、

就
職
の
機
会
均
等
を
確
保
す
る
た
め
、

東
京
労
働
局
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

▽
人
権
啓
発
映
画
会　
〔
日
時
〕６
月

　

日
�
午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

１１

３０

１５

〔
会
場
〕
台
東
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
〔
定
員
〕
３
０
０
人
（
事
前
申
込

制
）〔
映
画
〕「
名
前
…
そ
れ
は
燃
え

る
い
の
ち
」、「
企
業
に
求
め
ら
れ
る

人
権
意
識
と
は
？
」、「
夕
映
え
の
み

ち
」

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
�
東

京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
�
（
３
８

７
６
）
５
３
７
２
へ
。

▽
講
演
と
映
画
の
集
い　
〔
日
時
〕６

月　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時〔
会
場
〕

２６
み
ら
い
座
い
け
ぶ
く
ろ
（
豊
島
公
会

堂
）〔
定
員
〕
先
着
４
０
０
人
〔
テ
ー

マ
〕
人
権
尊
重
と
企
業
の
社
会
的
責

任
〔
講
師
〕
永
峰
好
美
さ
ん
（
�
プ

ラ
ン
タ
ン
銀
座
取
締
役
）〔
映
画
〕「
企

業
に
求
め
ら
れ
る
人
権
意
識
と
は

？
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
産
業
労
働

局
労
働
環
境
課
�
（
５
３
２
０
）
４

６
４
９

■
６
月
は
浸
水
対
策
強
化
月
間
〜
浸

水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適
！
下
水
道
〜

　

雨
期
に
向
か
う
６
月
を
「
浸
水
対

策
月
間
」
と
定
め
、
下
水
道
施
設
の

安
全
性
の
確
保
と
皆
さ
ん
の
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

東
京
の
雨
が
一
目
で
わ
か
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
」（h

ttp://tokyo-am
e.jw
a.or.jp/

）

を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
流
域
下
水
道
本
部

�
０
４
２
（
５
２
７
）
４
８
２
８

■
都
立
調
布
養
護
学
校「
学
校
公
開
」

〔
日
時
〕
６
月
５
日
�
午
前
９
時　
１０

 
■
農
業
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ラ
リ
ー

〔
日
時
〕
７
月
７
日
�
午
前
８
時
〜

午
後
１
時（
雨
天
決
行
）〔
集
合
場
所
〕

第
三
小
学
校
〔
対
象
〕
市
内
在
住
者

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）〔
定

員
〕
先
着
１
０
０
人
〔
内
容
〕
数
カ

所
の
畑
を
ま
わ
り
農
産
物
を
収
穫

〔
申
し
込
み
〕
６
月
４
日
�
か
ら
７

日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
６
月
行
事

▽
全
国
一
斉
水
質
調
査
に
参
加
し
ま

せ
ん
か　
〔
日
時
〕３
日
�
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
ク
ル
ミ
村
集
合
〔
講
師
〕

出
光
恵
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
・

水
筒
※
草
地
を
歩
け
る
服
装
で
。

▽
五
本
松
水
辺
の
楽
校
の
観
察
路
づ

く
り　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午
、
エ
ビ
池
集
合
〔
講
師
〕
加
藤

規
さ
ん
（
狛
江
植
物
同
好
会
）〔
持
ち

物
〕
水
筒
・
あ
れ
ば
草
刈
り
が
ま
※

草
地
を
歩
け
る
服
装
（
長
そ
で
・
長

ズ
ボ
ン
）
で
。

▽
み
ん
な
で
オ
イ
カ
ワ
の
産
卵
床
を

つ
く
ろ
う　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

１７

１０

時
〜
正
午
、
ク
ル
ミ
村
集
合
※
雨
天

の
場
合
は　

日
�
に
順
延〔
講
師
〕山

２４

崎
充
哲
さ
ん

（
多
摩
川
ガ

サ
ガ
サ
水
族

館
館
長
）〔
持

ち
物
〕
魚
獲

り
網
・
水
筒

※
川
の
中
に

入
れ
る
服
装

（
ひ
ざ
下
ま

で
）
と
靴
（
サ
ン
ダ
ル
は
不
可
）
で
。

　

い
ず
れ
も
参
加
自
由
で
す
が
、
小

学
校
低
学
年
以
下
は
親
子
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
天
気
が
良
け
れ
ば
青

空
お
弁
当
会
も
開
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

〔日時〕６月９日�午

前１０時・午後２時の２

回上映（上映時間８９分）

〔会場〕西河原公民館

〔入場〕無料

〔問い合わせ〕西河原

公民館�（３４８０）３２０１

■
西
河
原
映
画
会
「
初
恋
の
き
た
道
」（
字
幕
）
チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ
監
督

第　

回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
銀
熊
賞
〜
お
料
理
で
初
恋
を
伝
え
る
少
女
と
青
年
教
師
が
織

５０
り
成
す
不
思
議
に
懐
か
し
く
、
あ
ま
り
に
も
鮮
烈
な
感
動
を
呼
ぶ
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
〜

�

�

�

�

��������������������������������������

��������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
行
事
「
か
ま

ど
で
ご
飯
」

〔
日
時
〕
９
日
�
午
前　

時
〜
正

１０

午〔
対
象
〕
小
学
校
３
年
生
以
上

〔
定
員
〕　

人
１５

〔
内
容
〕
か
ま
ど
で
ご
飯
を
炊
い

て
、
お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ
ま
す
。

〔
指
導
〕
知
見
孝
一
さ
ん
ほ
か

〔
持
ち
物
〕
三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン

▽
狛
江
学
・
古
老
に
聞
く
「
岩
戸

の
昔
の
く
ら
し
」

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２
時
〜
４

１０

時〔
対
象
〕
一
般
（
小
学
生
は
大
人

同
伴
）

〔
定
員
〕　

人
２５

〔
持
ち
物
〕
履
物
を
入
れ
る
袋

▽
「
む
い
か
ら
民
家
園
で
聞
く
朗

読
会
」

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
５
時
〜
６

１６

時　

分
４５

〔
定
員
〕
先
着　

人
５０

〔
朗
読
〕「
意
気
地
な
し
」（
藤
沢

周
平
作
）
白
井
真
木
さ
ん
、「
時
雨

の
あ
と
」（
藤
沢
周
平
作
）
佐
藤
昇

さ
ん

〔
持
ち
物
〕
履
物
を
入
れ
る
袋

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
行
事
「
コ
ロ

コ
ロ
染
め
」

〔
日
時
〕　

日
�
午
前
９
時　

分

２４

３０

〜
正
午

〔
対
象
〕
子
ど
も
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

〔
定
員
〕　

人
１５

〔
内
容
〕
民
家
園
に
集
合
し
て
近

く
の
公
園
で
自
然
観
察
を
行
い
、

民
家
園
で
集
め
た
木
の
葉
を
ロ
ー

ラ
ー
で
コ
ロ
コ
ロ
、
和
紙

に
染
め
て
シ
オ
リ
な
ど
を

作
り
ま
す
。

〔
指
導
〕
山
本
八
郎
さ
ん

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
〕
む
い
か
ら
民
家
園
�

（
３
４
８
９
）
８
９
８
１

（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）

へ
。

�

�

�

�

�

�

�

分
〜
午
後
零
時　

分
〔
内
容
〕
公
開

２０

授
業
と
全
体
説
明
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
立
調
布
養
護
学

校
�
０
４
２
（
４
８
７
）
７
２
２
１

■
都
立
八
王
子
盲
学
校「
学
校
公
開
」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
８
時　

１６

４０

分
〜
午
後
零
時　

分
５０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
立
八
王
子
盲
学

校
�
０
４
２
（
６
２
３
）
３
２
７
８

■
都
立
府
中
養
護
学
校「
学
校
公
開
」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

２１

２０

分
〜　

時　

分

１１

４５

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
立
府
中
養
護
学

校
�
０
４
２
（
３
６
７
）
２
５
１
１

オイカワ

かまどでご飯
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▽
指
導
員　
〔
勤
務
日
時
〕週
２
日
午

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
〔
勤
務
場

１５

所
〕
重
度
知
的
障
害
者
通
所
訓
練
室

「
麦
の
穂
」〔
募
集
人
員
〕
１
人

※
随
時
面
接
選
考

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

 
■
元
和
泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修

工
事

　

調
布
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　
１７

号
線
着
工
に
伴
い
、　

月　

日
�
か

１０

２２

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
、

２０

３１

改
修
工
事
を
行
う
た
め
、
コ
ー
ト
は

全
面
使
用
中
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

 
■
古
布
再
生
〜
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
ら
ズ
ボ

ン
作
り
と
草
履
作
り
〜

〔
日
時
〕
▽
ズ
ボ
ン
作
り　

６
月　
１３

日
�
・　

日
�
▽
草
履
作
り　
　

日

１４

１５

�
各
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
随

１０

時
見
学
可
）〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ
ン
・

缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕

各
日　

人
〔
持
ち
物
〕
▽
ズ
ボ
ン
作

１０

り　

古
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も

可
）
４
〜
５
枚
・
ミ
シ
ン
糸
・
３
�

幅
の
ゴ
ム
（
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
分
）

▽
草
履
作
り　

綿
シ
ャ
ツ
２
枚
分
を

４
�
幅
に
裂
い
た
も
の
▽
各
コ
ー
ス

共
通　

縫
い
糸
・
裁
縫
道
具
・
裁
ち

ば
さ
み
・
物
差
し
・
筆
記
用
具
※
新

品
の
布
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
〔
参
加

費
〕
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

■
文
化
財
講
演
会
「
狛
江
古
墳
群
が

語
る
も
の
〜
土
屋
塚
古
墳
出
土
遺
物

指
定
の
意
義
か
ら
〜
」

〔
日
時
〕
６
月
９
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

先
着　

人
〔
内
容
〕
今
年
２
月
に
土

４０

屋
塚
古
墳
出
土
遺
物
が
市
指
定
文
化

財
に
決
定
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
た
歴

史
的
意
義
や
、
土
屋
塚
古
墳
の
調
査

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
狛
江
古

墳
群
の
様
相
に
つ
い
て
再
考
し
ま
す

〔
講
師
〕
木
下
正
史
さ
ん
（
東
京
学

芸
大
学
名
誉
教
授
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
学
ぶ
歌

唱
教
室
〜
基
礎
発
声
か
ら
楽
し
く
歌

い
ま
せ
ん
か
〜

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時　

２９

３０

分
〜
３
時　

分
〔
定
員
〕　

人
〔
講

３０

４０

師
〕
小
田
章
子
さ
ん
（
日
本
歌
謡
師

範
連
盟
講
師
）〔
曲
目
〕
最
北
航
路

〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
（
赤
と
黒
）

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

■
そ
ば
打
ち
教
室

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
か

１０

１０

ら
〔
対
象
〕
成
人
〔
定
員
〕
先
着　
１６

人
〔
講
師
〕
廣
田
憲
三
さ
ん
〔
持
ち

物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・

ふ
き
ん
・
三
角
巾
〔
参
加
費
〕
１
�

０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
へ
。

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

〔
日
程
・
コ
ー
ス
〕
左
表
の
と
お
り

〔
時
間
〕
午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後

１
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
市
民
〔
定
員
〕

�　

人
・
�　

人
（
多
数
抽
選
）〔
費

１６

１０

用
〕
４
�
０
０
０
円
（
月
４
回
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

８
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が

き（
１
コ
ー
ス
１
枚
）に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
の
月
と
コ

ー
ス
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
１
�
０

０
１
５
猪
方
４
�　

�
１
狛
江
市
シ

１３

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８

８
）
６
７
３
５
へ
。

■
初
心
者
向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ

ナ
ー

〔
日
程
・
会
場
〕
▽
６
月　

日
�
野

１３

川
地
域
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
岩
戸
地

１９

域
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
南
部
地
域
セ

２１

ン
タ
ー
▽　

日
�
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

２３

タ
ー
〔
時
間
〕
午
後
６
時　

分
〜
８

３０

時
（　

日
�
の
み
午
後
２
時
〜
３
時

２３

　

分
）

３０〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
開
催

日
前
日
ま
で
に
、
こ
ま
え
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
、
�
（
３
４
３
０
）
９
７

７
９
へ
。

■
応
急
手
当
講
習
会

▽
新
米
パ
パ
マ
マ
の
応
急
手
当
講
習

会（
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催
）　

〔
日

時
〕
６
月
９
日
�
午
前　

時
〜
正
午

１０

〔
対
象
〕
１
歳
未
満
の
初
め
て
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
親
〔
定
員
〕　

組
１０

〔
内
容
〕
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
や
け
が

に
対
す
る
応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
等

▽
シ
ル
バ
ー
の
た
め
の
応
急
手
当
講

習
会　
〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
前　

１６

１０

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
高
齢
者
と
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
る
方
な
ど
〔
定
員
〕

　

人
〔
内
容
〕
高
齢
者
の
病
気
や
け

３０が
に
対
す
る
応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生

等
※
両
日
と
も
要
予
約

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

消
防
庁
立
川
都
民
防
災
教
育
セ
ン
タ

ー
（
立
川
防
災
館
）
�
０
４
２
（
５

２
１
）
１
１
１
９
へ
。

 
■
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
こ
ま
え
（
第　
３４

回
狛
江
市
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
）

実
行
委
員

　

毎
秋
、
暮
ら
し
の
中
の
身
の
ま
わ

り
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
考
え
直
す

啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
消
費
生
活

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
開
催
に
伴
い
、
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
。

１３■
遊
び
の
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

遊
び
の
会
は
、
障
が
い
の
あ
る
市

内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の

中
で
有
意
義
な
休
日
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
と
始
め
ら
れ
た
会
で
す
。

　

障
が
い
児
の
み
の
活
動
と
、
障
が

い
児
と
通
常
学
級
に
通
う
児
童
と
が

交
流
す
る
合
同
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〔
日
程
・
内
容
〕
▽
合
同　

６
月
９

日
�
タ
イ
ル
工
作
・
９
月　

日
�
音

２２

楽
と
室
内
ゲ
ー
ム
▽
障
が
い
児
の
み

　

７
月　

日
�
調
理
・　

日
�
プ
ー

１４

２９

ル（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）〔
時
間
〕

午
前　

時
〜　

時　

分
（　

日
�
の

１０

１１

３０

２９

み
午
後
１
時
〜
３
時
）〔
会
場
〕
第
一

小
学
校
〔
持
ち
物
〕
上
履
き

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■
非
常
勤
職
員

▽
保
育
士　
〔
勤
務
日
時
〕
火
・
水
曜

日
午
後
２
時
〜
５
時
お
よ
び
金
曜
日

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時　

分

３０

３０

〔
勤
務
場
所
〕子
ど
も
発
達
教
室「
ぱ

る
」〔
募
集
人
員
〕
１
人

■パソコン教室日程

木曜日水曜日火曜日月曜日
午前�午前�午後�午前�午前�午後�午前�午前�

Ｆ１
ワード活用文書作成

Ｃ２
メール・ＩＴ楽しい応用

Ａ
入門から初級

Ｅ１
エクセル１基本

Ｂ２
ワード２文書作成

Ｄ１
デジカメ画像基本

Ｂ１
ワード１文章入力

Ｃ１
メール・ＩＴ基本７

月
５日・１２日・１９日・２６日４日・１１日・１８日・２５日３日・１０日・１７日・２４日２日・９日・２３日・３０日

Ｆ２
ワード活用画像取扱

Ｇ
ブログ作成

Ａ
入門から初級

Ｅ２
エクセル２応用

Ｂ２
ワード２文書作成

Ｄ２
画像処理応用

Ｂ１
ワード１文章入力

Ｃ１
メール・ＩＴ基本８

月
９日・１６日・２３日・３０日８日・１５日・２２日・２９日７日・１４日・２１日・２８日６日・１３日・２０日・２７日

Ｆ３
ワード活用表取扱

ＨＰ
ホームページ作成

Ａ
入門から初級

Ｅ１
エクセル１基本

Ｂ２
ワード２文書作成

Ｄ１
デジカメ画像基本

Ｂ１
ワード１文章入力

Ｃ１
メール・ＩＴ基本９

月
６日・１３日・２０日・２７日５日・１２日・１９日・２６日４日・１１日・１８日・２５日３日・１０日・１７日・２４日

推奨コース：Ａ→Ｂ１→Ｂ２→Ｆ１→Ｆ２→Ｆ３／Ａ→Ｂ１→Ｃ１→Ｃ２→Ｇ→ＨＰ／Ａ→Ｂ１→Ｄ１→Ｄ２／Ａ→Ｂ１→Ｅ１→Ｅ２　９月１７日�・２４日�は休日の開催になります。
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５
月
４
日
�
に
、
昨
年
市
と
住

民
交
流
友
好
都
市
を
結
ん
だ
山
梨

県
小
菅
村
で
多
摩
源
流
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
市
民
約　

人
が
、
火

５０

お
こ
し
教
室
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

の
手
伝
い
に
参
加
し
た
ほ
か
、
市

内
在
住
の
琴
演
奏
家
の
皆
さ
ん
が
、

ス
テ
ー
ジ
で
音
色
を
奏
で
ま
し
た
。　

ま
た
、
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

あ
る
松
の
木
を
積
み
上
げ
た
高
さ

　

�
の
や
ぐ
ら
に 
松  
明 
を
点
火
す

た
い 
ま
つ

１２る
「
お
松
焼
き
」
に
も
山
伏
に
扮

し
た
市
民
が
参
加
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

渡辺正子さんと琴アンサンブルの皆さん

多摩川いかだレース実行委員会の桐林亨さん
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画
・
運
営
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

作
品
展
や
活
動
発
表
等
、
市
民
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
地
域
交
流
事
業
「
第　

回
い
べ
ん

１９

と
西
河
原
」

　

市
民
の
公
民
館
活
動
の
交
流
と
地

域
へ
の
発
信
の
機
会
と
し
て
実
行
委

員
会
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

〔
日
程
〕
平
成　

年
２
月
末
お
よ
び

２０

３
月
初
め
の
土
・
日
曜
日

■
国
際
交
流
事
業
「
日
本
語
教
室
」

　

外
国
人
市
民
の
識
字
学
習
を
中
心

に
、
日
本
の
生
活
文
化
を
学
び
ま
す
。

〔
日
程
〕
毎
週
土
曜
日

■
市
民
劇
場

▽
西
河
原
映
画
会

〔
日
程
〕
毎
月
第
２
土
曜
日

▽
西
河
原
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

〔
日
程
〕　

月　

日
�

１２

１５

▽
舞
台
講
座

■
こ
ま
え
市
民
大
学

　

市
民
に
よ
る
運
営
委
員
会
の
企

■
図
書
室
（
午
前　

時
〜
午
後
５
時
。

１０

た
だ
し
、木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

　

図
書
や
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
６

月　

日
か
ら
）
な
ど
視
聴
覚
資
料
の

１３
貸
し
出
し
や
、
室
内
で
の
閲
覧
・
視

聴
も
で
き
ま
す
。

▽
お
は
な
し
会
（
毎
週
木
曜
日
）

　

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

め
る
よ
う
な
お
楽
し
み
会
で
す
。

■
い
き
い
き
子
育
て
ル
ー
ム

　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
ゆ
っ
た

り
と
交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

〔
日
程
〕
第
２
・
４
金
曜
日

■
少
年
少
女
体
験
教
室

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
外
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
の
広
場
で
す
。

■
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

子
育
て
の
な
か
の
暮
ら
し
や
女
性

を
め
ぐ
る
諸
課
題
を
考
え
ま
す
。

▽
女
性
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

■
成
人
学
習
事
業
（
市
民
講
座
）

　

社
会
や
文
化
に
か
か
わ
る
今
日
的

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

■
高
齢
者
学
習
事
業

　

地
域
活
動
の
契
機
と
な
る
よ
う
、

地
域
を
知
る
学
習
を
進
め
ま
す
。

▽
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
専
門
コ
ー
ス

▽
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
教
養
コ
ー
ス

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　

障
が
い
を
持
つ
青
年
た
ち
が
仲
間

と
集
い
、
学
び
、
遊
び
、
く
ら
し
を

広
げ
豊
か
に
し
て
い
く
活
動
で
す
。

〔
日
程
〕
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
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　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後５時まで
（電話予約でも取り扱っています）。チケットぴあ、ミュージックショップ森
のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売り場でもチケットを取り扱っています。

■晴れ渡る空に響く、情熱の音楽

オー・ソレ・ミオ／イタリア・ナポリターナ楽団

〔日時〕６月２４日�午後２時開演
〔チケット〕全席指定４，０００円
〔曲目〕サンタ・ルチア、帰れソレントへ、フニ
クリ・フニクラ／ほか
※未就学児不可

■エコルマこども劇場

みんなで歌おう＆忍たま乱太郎「宝探しは大

変だ！」の段

〔日時〕７月２１日�午後２時開演
〔チケット〕全席指定２，０００円
※３歳以上は有料です。
※チケットぴあでは扱いません。

■林英哲アコースティックコンサート２００７

〔日時〕８月３日�午後６時３０分開演
〔チケット〕全席指定４，５００円
※未就学児不可

好評発売中

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

ヨ

イ

ホ

ー

ル

http://www.ecorma-hall.jp/

 
�
中
央
図
書
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

６
月　

日
２０

�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

２７

３０

分
か
ら
（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

６

月　

日
�
〔
０
〜
１
歳
の
子
ど
も
と

２８
保
護
者
〕
午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１０

４５

分〔
２
〜
３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

２０

�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
午
後
３
時　

分
か
ら
▽
６
月

４５

　

日
�
〔
絵
本
〕
ピ
ッ
ツ
ァ
ぼ
う
や

１４〔
お
は
な
し
〕ひ
な
ど
り
と
ね
こ〔
工

作
〕ち
ち
の
ひ
カ
ー
ド
▽　

日
�〔
絵

２１

本
〕
ご
ん
ち
ゃ
ん
と
ぞ
う
さ
ん
・
は

っ
ぱ
の
お
う
ち
〔
工
作
〕
お
き
あ
が

り
こ
ぼ
し
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
お
じ

２８

さ
ん
の
か
さ
〔
紙
芝
居
〕
か
さ
く
ん

の
お
さ
ん
ぽ
〔
折
り
紙
〕
か
さ

※
７
日
�
は
図
書
整
理
期
間
の
た
め

お
休
み
で
す
。

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
▽
６
月
４
日
�
〔
絵
本
〕
パ
ン

の
か
け
ら
と
ち
い
さ
な
あ
く
ま
・
花

さ
き
山
・
し
あ
わ
せ
の
ち
い
さ
な
た

ま
ご
・
の
は
ら
の
お
み
せ
▽　

日
�

１１

〔
絵
本
〕
ラ
チ
と
ラ
イ
オ
ン
・
だ
れ

か
が
パ
イ
を
た
べ
に
き
た
・
月
の
み

は
り
ば
ん

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１５

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

き
ょ
だ
い
な
き
ょ
だ
い
な〔
紙
芝
居
〕

あ
め
ふ
り
ぼ
う
ず
〔
折
り
紙
〕
か
さ
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■
青
少
年
事
業
（
子
ど
も
の
広
場
）

　

学
校
学
年
を
越
え
た
仲
間
づ
く
り

と
、
物
を
作
り
遊
ぶ
楽
し
み
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
地
域
に
親
し
み
地
域
と

の
触
れ
合
い
を
深
め
ま
す
。

▽
野
外
サ
ー
ク
ル

　

野
外
活
動
を
通
し
て
自
主
性
、
連

帯
性
を
養
い
ま
す
。

▽
青
年
教
室

　

青
年
た
ち
が
自
主
的
活
動
の
な
か

で
仲
間
と
生
き
方
を
見
つ
け
ま
す
。

■
成
人
学
習
事
業

▽
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

▽
市
民
教
養
・
趣
味
実
用
講
座

■
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

暮
ら
し
の
な
か
の
女
性
を
取
り
巻

く
問
題
を
考
え
ま
す
。

▽
女
性
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

▽
女
性
問
題
学
習

■
文
化
の
つ
ど
い

　

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
合
同
公
演

〔
日
程
〕　

月
１２

■
学
習
グ
ル
ー
プ
保
育

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ

ん
も
安
心
し
て
グ
ル
ー
プ
活
動
が
で

き
ま
す
。

■
第　

回
中
央
公
民
館
の
つ
ど
い

２３

　

公
民
館
活
動
の
つ
ど
い
と
交
流
の

場
と
し
て
、
利
用
者
と
と
も
に
企
画

し
実
施
し
ま
す
。

〔
日
程
〕
平
成　

年
３
月

２０
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�ＮＨＫ・尼子・ＳＶ

昨年の「いべんと西河原」の様子昨年の「中央公民館のつどい」の様子



広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）６ 月 １ 日　�

○
設
置
目
的　

平
成　

年
に
施
行

１５

し
た
狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

（
以
下
「
条
例
」）
の
目
的
達
成
の

た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
目
的
は
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
住
環

境
を
維
持
し
創
造
す
る
た
め
、

土
地
利
用
や
建
築
等
に
関
す

る
手
続
き
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
、
事
業
者
及
び
市
の

協
働
に
よ
る
望
ま
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
」

で
す
。

○
委
員
数　
　

人
（
う
ち
、
公
募

１５

市
民　

人
）

１０

○
会
議
開
催
頻
度　

年
４
〜
６
回

程
度

○
活
動
内
容

▽
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
認

定
、
計
画
案
の
作
成
、
決
定
の
答

申　

一
定
地
区
内
の
居
住
者
等
が

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ル
ー
ル
を

考
え
、
提
案
し
、
市
の
計
画
と
し

て
公
定
化
し
ま
す
。

　

市
は
委
員
会
に
協
議
会
の
認
定
、

出
さ
れ
た
提
案
を
も
と
に
し
た
計

画
案
の
作
成
、
決
定
に
つ
い
て
諮

問
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

へ
の
支
援　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
一
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
提
案
す
る
団
体
に
対
し
、

市
は
委
員
会
に
支
援
に
つ
い
て
諮

問
し
ま
す
。

▽
調
整
会
の
開
催　

規
模
の
大
き

な
開
発
や
建
築
事
業
等
に
お
け
る

事
業
者
と
近
隣
住
民
と
市
の
話
し

合
い
を
整
理
し
、
調
整
し
ま
す
。

▽
表
彰　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
著

し
く
貢
献
し
た
も
の
に
対
し
、

市
は
委
員
会
の
意
見
を
聞
き

表
彰
し
ま
す
。

▽
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
言　

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
後
押

し
を
す
る
た
め
に
必
要
な
提
言
を

行
い
ま
す
。

○
現
状
の
取
り
組
み　

条
例
の
目

的
達
成
の
た
め
、
表
彰
制
度
の
活

用
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課
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�
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�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
折
り
紙
タ
イ
ム
「
７
・
８
月
の

夏
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」　

〔
日
時
〕

６
月　

日
�
午
後
３
時　

分
〜
５

２１

３０

時
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕　
１０

人�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
す
く
す
く
測
定　

〔
日
時
〕
６

月
４
日
�
・
５
日
�
・
８
日
�
午

前　

時　

分
〜　

時　

分
、
７
日

１０

１５

１１

１５

�
午
後
２
時
〜
３
時
〔
対
象
〕
乳

幼
児
親
子
〔
内
容
〕
乳
幼
児
の
身

長
・
体
重
測
定

�
狛
江
子
ど
も
の
家 

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕６
月　

日
１４

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

�
多
摩
川
保
育
園 

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
読
み

聞
か
せ
と
園
庭
開
放　

〔
日
時
〕

６
月　

日
�
午
前　

時
〜　

時

１４

１０

１１

�
市
立
保
育
園
園
庭
開
放

「
お
ひ
さ
ま
」
〜
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
〜

〔
日
程
〕
上
表
の
と
お
り

〔
時
間
〕
午
前
９
時　

分
４０

〜　

時
〔
対
象
〕
市
内
在

１１
住
の
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者
〔
持
ち
物
〕
着
替
え
・

タ
オ
ル
等
※
親
子
と
も
汚

れ
て
よ
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
（
雨
天
中
止
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
各
園

�
和
泉
児
童
館 

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
子
ど
も
服
リ
サ
イ
ク
ル　
〔
日

時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜
正

１８

１０

午
※
子
ど
も
服（　

〜
１
３
０
�
）

９０

の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（　
１６

日
�
ま
で
）。

■
お
や
つ
づ
く
り
「
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
ゼ
リ
ー
」　

〔
日
時
〕６
月
９
日

�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
定
員
〕
先

着　

人〔
参
加
費
〕１
０
０
円
〔
申

１５
し
込
み
〕
２
日
�
午
後
２
時
か
ら

窓
口
へ
。

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
キ
ラ
キ
ラ

バ
ッ
ジ
づ
く
り
」　

〔
日
時
〕６
月

　

日
�
午
後
３
時
〜
５
時〔
対
象
〕

１５小
学
生（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
可
）

■「おひさま」６月日程

備　考日 程園　 名
身体測定７日�和泉保育園

�（３４８０）０５９８ ��２１日�
わらべうた５日�藤塚保育園

�（３４８９）２８３５ 身体測定・うた遊び１８日�
身体測定４日�駒井保育園

�（３４８０）９３６１ ��２１日�
身体測定７日�駄倉保育園

�（３４８９）５４１５ わらべうた２８日�
��４日�宮前保育園

�（３４８０）４４４８ 身体測定１８日�
お店屋さんごっこ１４日�三島保育園

�（３４８８）３８９８ 誕生会・身体測定２５日�

　

身
近
な
人
か
ら
勧
め
ら
れ
て
も

し
っ
か
り
断
り
、
分
か
ら
な
い
も

の
に
は
手
を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。

簡
単
に
儲
か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

友
人
関
係
を
壊
す
前
に
、
消
費
生

活
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
相
談
を
受
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
連
鎖
販
売
取
引（
マ
ル
チ
商
法
）

　

販
売
組
織
の
加
入
者
が
消
費
者

に
商
品
な
ど
を
購
入
さ
せ
て
、
そ

の
販
売
組
織
に
加
入
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
マ
ー
ジ
ン
を
得
る
し
く
み

の
商
法

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

人
間
関
係
を
壊
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

連
鎖
販
売
取
引
で
あ
れ
ば
契
約

日
と
商
品
の
引
渡
し
日
の
い
ず
れ

か
遅
い
方
か
ら　

日
間
は
ク
ー
リ

２０

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
そ
の

期
間
を
過
ぎ
て
も
平
成　

年　

月

１６

１１

以
降
の
契
約
で
あ
れ
ば
、
入
会
後

１
年
以
内
で
商
品
受
け
取
り
後　
９０

日
以
内
の
場
合
、
一
定
の
解
約
料

を
払
っ
て
未
使
用
商
品
を
引
き
取

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
未
成
年
者
の
契
約
は
取
り

消
し
が
可
能
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
契
約
時
の
勧
誘
方
法
に
問
題

は
な
か
っ
た
か
検
討
す
る
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。

　
「
大
学
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
の
説
明
会

に
行
き
ま
し
た
。
１
０
０
万
円
稼

げ
る
な
ど
の
話
を
聞
か
さ
れ
、
儲

か
る
と
言
わ
れ
た
の
で
加
入
条
件

の
商
品
を
購
入
し
て
入
会
し
、
商

品
代
金
は
連
れ
て
い
か
れ
た
学
生

ロ
ー
ン
か
ら
借
り
ま
し
た
。
す
ぐ

に
返
せ
る
と
思
っ
た
が
、
だ
れ
も

話
を
聞
い
て
く
れ
ず
、
友
人
か
ら

避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

　

こ
れ
は
、
連
鎖
販
売
取
引
（
マ

ル
チ
商
法
）
と
い
う
も
の
で
す
。

身
近
な
人
か
ら
勧
め
ら
れ
る
た
め

断
り
に
く
く
、
若
者
が
被
害
に
遭

う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
多
額

の
借
金
と
商
品
の
在
庫
を
抱
え
、

販
売
の
た
め

に
身
近
な
人

を
勧
誘
し
て

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談
日の１週間前から
産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

事前予約制。産業
生活課で受け付け

カウンセラー６日�・２０日�　午前９時～正午カウンセリング
・ 心 の 相 談

建 築 士１３日�　午後１時～４時住 宅 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

５日�・１９日�　午後１時～４時
相 続 相 談

夜間相談　１２日�　午後６時～８時

カウンセラー１３日�・２７日�　午前９時～正午女性悩みごと相談

弁 護 士１９日�　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

午後１時から産業
生活課で受け付け
（２人以上の場合
は順番を抽選）定
員６人
※夜間相談は事前
予約制

宅地建物取引業協会７日�　午後１時～４時不動産取引相談

司 法 書 士 会
調 布 支 部

１１日�　午後１時～４時
登 記 相 談

夜間相談　２５日�　午後６時～８時

人権擁護委員２１日�　午後１時～４時人権身の上相談

行政相談委員１５日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２８日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測量表示登記相談

元金融・生命保険
事 務 経 験 者４日�　午後１時～４時ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。産業
生活課で受け付け

東京税理士会
武蔵府中支部１４日�　午後１時～４時

税 務 相 談 事前予約制。
会場は同支部
�０４２（４８８）５５５０

東京税理士会
武蔵府中支部

毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　午後１時～４時

産業生活課（午後３
時まで受け付け）消費生活相談員月～金曜日　午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室へ保 護 司２７日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

直接２階第２市民
相談室へ難病者相談員４日�　午前９時～正午難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴覚障がい者相談

母子自立支援員月～金曜日　午前９時～午後４時母子・女性相談

介護保険相談員毎月第１・３金曜日　午後１時～４時介 護 保 険 相 談

狛江市教育研究所
�（３４３０）６６５５へ教 育 相 談 員月～金曜日　午前９時～午後４時教 育 相 談

直接保険年金課へ社会保険労務士毎週月・水・金曜日　午前９時～午後４時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター
�（３４８８）６７３５※電話予約制毎月第３月曜日　午後１時３０分高 年 齢 者 就 業

説 明 相 談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金曜日　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談
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